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なわとびに励む長浜保育所の園児たち

来に員け
み
ん
な
で
な
わ
と
び

『も

長
浜
保
育
所
で
は
、
寒
さ
に
負
け
ず

に
健
康
な
体
ゃ
つ
く
り
を
進
め
よ
う
と
、

閏
児
た
ち
が
庭
先
に
と
び
だ
し
て
な
わ

と
び
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
わ
と
び
は
、
全
身
運
動
で
敏
し
よ

う
性
、
柔
軟
性
、
持
久
力
、
協
応
性
、

リ
ズ
ム
感
覚
を
養
う
こ
と
が
で
き
、
園

児
た
ち
は
寒
く
な
る
と
自
主
的
に
庭
ヘ

飛
び
だ
し
て
競
争
し
て
い
ま
す
。

な
わ
と
び
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

丈
夫
な
体
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
園
児

た
ち
の
創
意
、
工
夫
、
ま
た
、
ね
ば
り

強
く
や
る
と
い
う
精
神
も
育
っ
て
き
て

い
ま
す
。

ま
た
、

み
ん
な
で
何
回
飛
べ
る
か
数

か
す

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
数
」
を
覚
え
る
こ

と
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
で
も
な
わ
と
び
に
よ
る
体
力
c

つ

く
り
を
始
め
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

今月号の主な内容
。町議会第4回定例会・………u …・・ 2~ 4 

0使用済乾電池の分別回収.......……・.5

0一歳ですコンニチハ(d:iJヂ佳忠ちvん)6 

0うちのおとうさん(竹内義明くん)…・目6

0寝たきり老人の看護法・・・・ ・・・…・目7

0ヘルスアイ(rJ].t人以Jの治療)・・ ・・ ・・・・7

0まちの先覚者(戎与之進)…・町岨 ・・ .8 

0表彰・募集・歳時記....・H ・-目・ h い ・・・9

0電電コーナー{カ ト公衆屯話)・・町・・・10



2 

第4固定例会

長
浜
町
議
会
第
四
回
定
例
会
が
、

十
一
一
月
-
一
十
日
か
ら
-
一
卜
一
日
ま
で

の
一
一
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
の
は
、

昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正
、

規
約
の
一
部
改
正
、
長
浜
町
過
疎
地

域
振
興
(
五
か
年
)
計
画
の
策
定
、

請
負
契
約
の
締
結
な
ど
町
提
出
の
議

案
七
件
、
事
務
報
告
、
例
月
出
納
検

査
な
ど
の
報
告
案
件
三
件
。
議
案
は

い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
、
報
告
案

件
は
い
ず
れ
も
受
理
採
択
さ
れ
ま
し

た。
ま
た
、
議
案
審
議
を
前
に
一
般
質

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
可
決
、
受
理

採
択
さ
れ
た
こ
と
、
一
般
質
問
の
お

も
な
も
の
は
次
の
通
り
。

一一一…訓 一也監醐町議会第4固定例会

百
一
立
十
万
二
千
円
。
給
食
食
糧
費
百
七

卜
五
万
円
。

一
衛
生
費
}
地
域
住
民
の
救
急
医
療
の

確
保
を
日
的
と
し
た
病
院
群
輪
番
制
病

院
設
備
整
備
費
負
担
金
百
六
万
人
一
ハ
子
円
。

不
燃
物
処
理
地
汚
水
処
理
施
設
電
気
工

事
負
担
金
百
二
十
八
万
円
。

{
農
林
水
産
業
費
一
農
地
流
動
化
奨
励

事
業
、
蚕
業
振
興
へ
の
補
助
な
ど
六
十

六
万
八
千
円
。
し
い
た
け
計
両
生
産
地

整
備
事
業
へ
の
補
助
金
一
一
百
尺
十
四
万

八
千
円
な
ど
。

一
土
木
費
}
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
対
策

事
業
負
和
一
合
同
十
五
万
円
。
道
路
で
の

県
常
事
業
負
相
会
一
千
六
百
六
卜
一
二
万

八
千
円
。
長
浜
港
湾
改
修
な
ど
の
負
担

金
二
千
瓦
百
七
十
一
立
万
八
千
円
。
下
水

道
清
掃
の
た
め
の
工
事
請
負
費
な
ど
。

{
教
育
費
}
通
学
費
の
負
担
金
三
十
-
一

万
一
千
円
な
ど
。

一
災
害
復
旧
費
一
実
施
設
計
額
が
当
初

見
込
額
を
う
わ
ま
わ
っ
た
た
め
、
そ
の

不
足
額
九
十
一
万
一
千
円
。

過
疎
地
域
振
興
計
画

を
策
定

過
疎
対
策
事
業
を
積
揮
的
に

長
浜
町
過
疎
地
域
振
興
(
五
か
年
)

計
画
を
定
め
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
計
画
は
、
昭
和
五
十
五
年
三

月
に
公
布
さ
れ
た
「
過
疎
地
域
振
興
特

別
措
置
法
」
に
基
づ
く
も
の
で
、
前
期

瓦
か
年
計
両
は
議
決
さ
れ
て
お
り
、
後

期
計
画
と
し
て
昭
和
六
十
年
度
か
ら
し
ハ

卜
同
年
度
ま
で
の
も
の
を
策
定
し
、
本

町
の
過
疎
対
策
事
業
を
積
極
的
に
推
進

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

規
約
の
一
部
を
変
更

大
洲
喜
多
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム

大
洲
喜
多
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
事

務
組
合
の
規
約
を
一
部
変
更
す
る
こ
と

が
ホ
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
特
別

養
護
老
人
ホ

l
ム
「
神
南
荘
」
に
、
住

宅
老
人
福
祉
対
策
事
業
を
推
進
す
る
た

め
、
デ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
併
設
し
て

管
理
運
営
を
行
い
、
組
合
の
事
務
所
を

「
と
み
す
寮
」
の
所
定
に
改
め
、
「
神
南

荘
」
に
係
わ
る
経
費
は
地
一
-
ん
で
あ
る
五

十
崎
町
が
二
分
の
一
を
負
担
す
る
こ
と

に
改
正
し
た
も
の
で
す
。

西
田
興
産
と

大
谷
口
地
区
道
路
新
設
工
事

昭
和
五
十
九
年
度
地
方
改
善
施
設
整

備
事
業
大
谷
口
地
区
道
路
新
設
工
事

(
A

工
医
・

B
工
K
a
C
工
区
)
は
、
丙
出

血
(
産
と
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
請
負
工
事
金
額
は

A
工
医
一
億
-
千
百
万
円
、

B
工
沢
一

億
三
千
九
百
万
円
、

C
工
医
一
億
-
千

九
百
万
円
で
す
。

今
回
の
議
会
で
は
、
桜
田
和
夫
議
員
、

大
本
春
明
議
員
、
和
田
永
士
口
議
員
が
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

予
定
し
た
も
の
は

順
調
に

-
第
二
次
開
発
事
業
の
経
過

1

桜
田
議
員
:
・
第
二
次
開
発
事
業
に
つ

い
て
現
定
ま
で
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

漁
民
の
皆
さ
ん
と
の
話
し
合
い
、
山
国

電
力
と
の
理
立
て
材
、
受
け
手
の
問
題
、

こ
れ
の
タ
イ
ム
リ
ミ
y
ト
な
ど
に
つ
い

て
経
過
を
で
き
る
だ
け
克
明
に
存
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

二
宮
町
長
:
・
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調

査
に
つ
い
て
、
当
初
予
定
し
た
も
の
は

予
定
通
り
順
調
に
進
み
、
去
る
八
月
に

終
了
、
九
月
十
三
日
に
申
し
上
げ
た
通

り
で
あ
る
。

漁
業
補
償
に
つ
い
て
は
、
十
-
一
月
十

七
日
に
第
阿
川
漁
業
補
償
交
渉
委
員
会

を
開
催
し
、
新
小
刑
七
船
だ
ま
り
の
建
設

同
意
と
佐
認
が
さ
れ
、
次
凶
に
組
合
側

の
要
求
額
を
提
示
し
て
も
ら
う
こ
と
な

ど
が
決
ま
っ
て
い
る
。
第
二
パ
凶
の
会
合

で
町
が
提
示
し
た
五
億
八
百
万
円
の
金

額
面
に
つ
い
て
は
進
ん
で
い
な
い
。

臨
海
土
地
造
成
事
業
債
に
つ
い
て
は

変
更
計
画
会
を
県
へ
提
出
し
、
自
治
省

で
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
問

題
で
あ
り
、
企
業
立
地
の
パ
ン
フ
レ
ソ

卜
を
つ
く
り
広
く
配
布
し
て
、
長
期
的

な
P
R
に
努
め
て
い
る
。
来
年
一
一
月
ご

ろ
予
定
し
て
い
る
埋
立
免
許
申
請
時
ま

で
に
は
決
定
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

用
地
譲
渡
契
約
に
つ
い
て
は
、
契
約

書
、
関
係
書
類
を
整
備
し
、
立
地
企
業

が
決
ま
り
次
第
契
約
締
結
が
で
き
る
よ

う
諸
準
備
を
進
め
て
い
る
。

晴海団地と今坊地区埋立予定地

「
神
南
荘
」
の

負
担
金
な
ど

..A. 
吉丈

計

A
7
年
度
一
般
会
計
に
七
千
三
百
六
十

二
万
六
千
円
が
補
正
さ
れ
、
予
算
総
額

は
三
十
八
億
-
千
二
百
九
十
一
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

今
同
補
正
さ
れ
た
予
算
の
お
も
な
使

い
み
ち
は
次
の
通
り
。

{
総
務
費
一
過
疎
パ
ス
補
助
会
同
十
万

円。{
民
生
費
一
大
洲
喜
多
特
別
養
護
老
人

ホ
i
ム
「
神
南
荘
」
整
備
費
負
担
金
山

石
材
受
け
入
れ

六
十
年
の
秋
c

冬
季
に

ー
今
後
の
見
通
し
1

桜
田
議
員
・
-
-
町
理
事
者
を
含
め
職
員
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ら
で
開
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

l
ム
を

作
っ
て
、
こ
れ
に
対
す
る
検
討
、
相
談

を
さ
れ
進
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
考
え
か
。

今
後
の
見
通
し
、
方
向
づ
け
、
対
応
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

二
宮
町
長
:
漁
業
補
償
に
つ
い
て
は

組
合
並
び
に
組
合
員
各
位
の
ご
理
解
、

ご
協
力
に
よ
り
早
期
妥
結
を
お
願
い
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

立
地
企
業
に
つ
い
て
も
来
春
早
々
に

公
有
水
面
埋
立
免
許
申
請
を
提
出
し
た

い
と
考
え
て
お
り
、
予
定
の
十
数
社
と

用
地
譲
渡
契
約
を
締
結
し
、
で
き
た
用

地
は
売
れ
残
り
の
な
い
よ
う
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

港
湾
医
域
変
更
認
可
の
子
続
き
な
ど

に
つ
い
て
は
、
県
に
お
い
て
進
め
て
も

ら
っ
て
い
る
。
認
可
を
得
る
と
用
地
造

成
工
事
に
着
手
し
、
今
坊

1
青
島
聞
の

海
底
電
話
ケ
ー
ブ
ル
移
設
工
事
、
護
岸

工
事
を
六
十
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
着
正
し
、

そ
の
進
ち
よ
く
度
に
応
ビ
て
伊
方
か
ら

の
石
材
受
け
入
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
時
期
は
、
六
十
年
の
秋
季

な
い
し
冬
季
を
予
定
し
、
四
国
電
力
の

搬
出
に
支
障
が
な
い
よ
う
最
善
の
努
力

を
し
た
い
。

政
治
生
命
か
け
て

ー
二
次
開
発
に
か
け
る
決
意

1

桜
田
議
員
:
二
云
開
発
事
業
と
い
う

の
は
た
い
へ
ん
む
つ
か
し
い
事
業
で
あ

り
、
こ
れ
に
対
す
る
町
長
の
決
意
と
い

う
の
は
自
ら
が
命
が
け
で
取
り
組
む
と

い
う
方
針
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。

現
在
は
た
い
へ
ん
不
況
で
あ
り
、
こ
う

い
う
時
こ
そ
、
町
長
は
勇
気
を
も
っ
て

決
断
、
実
行
、
そ
し
て
決
意
を
新
た
に

し
て
、
ど
う
対
処
さ
れ
て
い
く
考
え
か
。

町
長
の
姿
勢
、
考
え
方
、
そ
の
決
意
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
お
聞
か
せ
い
た
だ

き
た
い
。

二
宮
町
長
・
:
西
田
代
議
士
の
ご
指
導
、

ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
政
治
生
命

を
か
け
て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
参
る
覚

悟
で
あ
る
。
私
が
こ
の
開
発
を
進
め
て

い
く
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
町
長
自
ら
が
こ
の
方
向
を
選
ん
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
私
が
主
役
で
あ

る
こ
と
に
ま
ち
が
い
は
な
い
。
議
員
各

位
に
お
か
れ
で
も
ご
協
力
を
賜
り
た
い
。

※
な
お
、
段
山
議
員
か
ら
本
件
に
つ

い
て
再
質
問
が
な
さ
れ
、
町
長
は
、
開

発
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
こ
ん
身
の
努

力
を
は
ら
っ
て
い
く
決
意
を
表
明
し
ま

し
た
。六
十
年
末
に
完
了

町
財
政
計
画
に
沿
っ
て

1
町
道
整
備
と
道
路
台
帳

1

大
本
議
員
・
・
・
合
併
以
来
道
路
台
帳
の空から撮影した道路状況

整
備
が
あ
ま
り
さ
れ
て
お
ら
ず
、
道
路

交
付
税
に
も
影
響
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
瓦
十
八
年
度
か
ら
三
か
年
を
日
標

に
作
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
現
在
ど
う

い
う
経
過
に
な
っ
て
、
今
後
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

長
浜
町
は
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ
っ

て
有
数
の
道
路
が
開
設
さ
れ
て
い
る
が
、

農
道
あ
る
い
は
林
道
で
開
設
し
た
道
路

が
主
要
連
絡
道
で
あ
り
な
が
ら
町
道
に

編
入
さ
れ
て
い
な
い
路
線
が
あ
る
。
こ

の
現
況
調
査
を
し
て
、
町
道
と
し
て
の

適
絡
な
機
能
、
あ
る
い
は
備
え
が
あ
る

道
路
に
つ
い
て
は
台
帳
作
成
完
了
ま
で

に
町
道
編
入
を
し
て
基
盤
整
備
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
、
ど
の
よ
う
に
企
幽

さ
れ
て
い
る
か
。

二
宮
町
長
・
:
道
路
台
帳
整
備
に
つ
い

て
自
治
省
並
び
に
建
設
省
か
ら
指
示
が

あ
り
、
現
在
ま
で
に
対
空
標
識
の
設
置
、

空
中
三
角
測
量
、
航
空
写
真
撮
影
な
ど

空
か
ら
の
現
況
調
査
に
必
要
な
諸
項
日

の
作
業
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
現
地
で
の
道

路
現
況
の
確
認
、
路
線
整
備
を
行
っ
て

い
る
。
凶
化
計
画
準
備
等
の
デ
ス
ク
ワ

ー
ク
へ
の
作
業
着
手
が
早
期
に
凶
ら
れ

る
よ
う
作
業
段
ど
り
中
で
あ
り
、
全
作

業
が
L

八
十
年
末
に
完
了
予
定
で
あ
る
。

長
浜
町
の
町
道
網
は
、
一
平
方
キ
ロ

υ当
り
約
五
千
五
百
二
一
十
灯
、
一
人
当

り
三
十
五
日
と
極
め
て
高
い
普
及
率
に

あ
り
、
道
路
現
況
の
調
査
結
果
を
基
に
、

生
産
基
盤
及
び
生
活
環
境
の
整
備
な
ど

農
林
道
等
の
統
合
も
考
慮
し
た
町
道
ネ

y
ト
ワ

l
ク
の
形
成
、
整
備
を
台
帳
整

備
と
あ
わ
せ
て
検
討
し
、
町
財
政
計
画

に
沿
っ
て
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
参

り
た
い
。

三
平
方
キ
ロ
の
ペ

l
ス
で

実
施
率
二
七
労

ー
国
土
調
査
の
現
況
1

大
本
議
員
・
・
・
国
土
調
査
は
出
海
地
区

を
初
年
度
と
し
て
現
在
七
年
目
だ
と
思

う
。
現
在
の
状
態
で
は
、
二
一
分
の
一
く

ら
い
で
、
完
了
す
る
ま
で
に
は
二
倍
以

上
の
年
月
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。
国

土
調
査
の
担
当
人
員
も
-
人
減
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
開
発
を
や
る
た
め

に
減
ら
さ
れ
た
の
か
。
人
員
の
許
す
限

り
増
や
し
て
、
計
画
年
度
よ
り
も
早
く

仕
上
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
が
、

今
後
の
見
通
し
、
町
田
仕
事
者
の
取
り
組

み
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

二
宮
町
長
:
・
調
査
に
着
手
し
て
し
八
年

目
で
、
実
施
率
一
一
七
M

初
で
あ
る
。
職
員

定
員
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
臨
海
工
業

開
発
事
業
促
進
関
連
人
事
の
一
環
と
し

て
や
む
を
得
ず
処
置
し
た
も
の
で
あ
る

の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

今
後
も
現
体
制
で
約
二
一
平
方
キ
ロ
日

の
べ

l
ス
で
継
続
実
施
す
る
考
え
で
あ

り
、
正
確
無
二
を
期
す
る
た
め
に
は
時

間
を
要
す
る
た
め
、
完
了
時
期
は
七
十

九
年
度
を
予
測
し
て
い
る
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
た
い
。

て諸
配団
慮体
をと
提
携
し

ー
一
・
五
次
産
業
の
握
輿

1

立会をもとめて境界の確認を

大
本
議
員
・
・
・
老
齢
化
の
進
わ
周
辺
の

農
林
地
区
に
わ
い
て
収
溢
の
上
る
よ
う

な
ア
イ
デ
ア
は
な
い
か
。
現
在
、
農
林

業
に
対
し
振
興
資
金
と
し
て
か
な
り
投

資
さ
れ
て
い
る
が
、
期
待
ど
う
り
の
成

果
が
得
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、

町
内
の
人
の
意
見
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、

愛
媛
大
学
と
か
農
業
普
及
所
な
ど
学
識

者
の
意
見
を
参
考
に
し
て
、
長
浜
な
ら

で
は
と
い
う
も
の
を
み
ん
な
の
知
恵
で

考
え
、
こ
れ
に
よ
っ
て
老
齢
化
す
る
農

林
業
の
振
興
に
努
力
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

二
宮
町
長
:
・
こ
の
こ
と
は
愛
媛
県
に

む
い
て
提
昭
さ
れ
て
む
り
、
地
場
産
業

振
興
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
中
で
、

地
域
の
農
林
水
産
業
と
食
品
産
業
の
振

興
を
凶
り
な
が
ら
、
風
土
の
特
性
に
根

ざ
し
た
個
性
豊
か
な
食
品
の
安
定
供
給

と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
供
給
基

盤
の
強
化
を
推
進
す
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
団
体
に
h

ねい

で
、
生
産
者
の
立
場
に
立
っ
た
有
利
な

一
・
一
立
次
産
業
を
模
索
し
て
お
り
、
諸

団
体
と
提
携
を
し
て
十
分
配
慮
を
し
、

研
究
し
て
今
後
こ
れ
ら
の
確
立
を
阿
る

努
力
を
致
し
た
い
。
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開
発
に
よ
っ
て

働

く

場

を

1
過
疎
の
歯
ど
め
対
策
1

大
本
議
員
:
・
八
幡
浜
、
西
宇
和
地
区

は
、
通
産
省
の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
構
想
に
基
づ
く
モ
デ
ル
地
区

の
指
定
を
受
け
、
ま
た
、
松
山
市
は
テ

レ
ト
ピ
ア
構
想
に
基
づ
く
改
革
が
な
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
区

に
遅
れ
を
と
ら
な
い
た
め
に
も
新
し
い

ア
イ
デ
ア
が
必
要
で
あ
り
、
政
治
的
に

は
要
件
が
揃
っ
て
お
り
、
長
所
を
伸
ば

し
て
こ
れ
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

周
辺
地
区
に
は
、
適
齢
期
を
過
ぎ
た

男
性
が
数
多
く
わ
り
、
嫁
さ
が
し
の
問

題
に
つ
い
て
も
新
し
い
構
想
や
工
夫
、

そ
れ
に
対
す
る
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

今
後
そ
れ
を
考
え
る
ご
意
志
は
あ
る
か
。

二
宮
町
長
・
:
過
疎
の
歯
ど
め
は
長
浜

町
の
課
題
で
あ
り
、
第
二
次
開
発
に
よ

っ
て
者
い
人
の
働
く
場
を
つ
く
り
過
疎

の
歯
ど
め
を
行
い
た
い
。
ま
た
、
農
林

漁
業
対
策
の
確
立
に
よ
り
専
業
農
家
、

あ
る
い
は
第
一
種
兼
業
農
家
の
育
成
を

し
て
後
継
者
の
定
着
を
図
っ
て
い
き
た

い
。
地
場
産
業
並
び
に
商
業
の
振
興
を

凶
っ
て
い
く
地
域
振
興
策
の
具
体
化
を

進
め
、
後
継
者
を
定
着
さ
せ
て
い
き
た

国
に
h

ね
い
で
は
、
第
四
次
総
合
開
発

計
画
立
案
の
時
期
に
な
っ
て
お
り
、
そ

れ
ら
の
中
に
当
町
と
し
て
も
足
が
か
り

を
作
っ
て
い
き
た
い
。
特
に
、
水
産
業

に
つ
い
て
は
ぜ
ひ
組
み
入
れ
て
い
た
だ

く
よ
う
西
田
政
務
次
官
に
も
お
願
い
し

て
い
る
。

合
併
三
十
周
年
を
迎
え
る
の
で
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
開
催
し
、
広
く
町
民

の
皆
様
方
の
怠
見
を
聞
く
機
会
を
作
り

た
い
。開

発
計
画
を
最
重

要
課
題
と
し
て

ー
予
算
編
成
の
基
本
姿
勢
;

和
田
議
員
・
:
明
年
度
に
お
い
て
政
府

は
補
助
金
を
削
減
す
る
法
案
を
国
会
ヘ

提
出
す
る
よ
う
で
あ
り
、
予
算
は
ま
す

ま
す
圧
縮
さ
れ
、
町
税
、
地
方
交
付
税

も
期
待
で
き
ず
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い

財
政
状
況
下
に
あ
っ
て
、
明
年
度
の
予

算
編
成
の
重
点
施
策
と
し
て
ど
の
よ
う

な
構
想
で
臨
む
の
か
。

ま
た
、
開
発
に
よ
っ
て
一
般
財
政
へ

の
圧
縮
は
な
い
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
、

財
政
的
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

の
か
。補
助
金
削
減
法
案
が
成
立
す
れ
ば
、

町
が
受
け
る
影
響
は
ど
の
く
ら
い
か
。

そ
の
減
額
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
対 過疎対策にとクラポウアパレル工場

応
し
て
い
く
の
か
。

二
宮
町
長
:
・
国
の
財
政
事
情
を
十
分

考
慮
し
つ
つ
、
第
二
次
開
発
計
画
を
六

十
年
の
最
重
要
課
題
と
し
て
臨
む
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
事
業
を
総
点
検
し
て
目
標
達

成
に
努
め
て
参
り
た
い
。

開
発
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
の

事
業
へ
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
仲
々
至
難
な
こ

と
で
あ
る
。

必
要
か
つ
重
要
な
も
の
は
国
の
補
助

会
が
削
減
さ
れ
て
も
減
額
は
で
き
な
い
。

急
を
要
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
最
大
限

の
努
力
を
は
ら
い
、
他
の
事
業
に
つ
い

て
も
徹
底
し
た
見
直
し
を
行
い
、
最
少

の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
保
た
れ
る
よ

う
努
力
を
し
て
参
り
た
い
。

予
算
編
成
は
、
-
つ
一
っ
き
め
細
か

く
、
必
要
度
合
い
を
図
り
つ
つ
決
定
し

て
参
り
た
い
。
行
革
検
討
委
員
会
に
諮

問
し
て
い
る
問
題
は
答
申
を
待
っ
て
議

会
と
ご
相
談
し
て
参
り
た
い
。

広
域
で
取
り
組
み
を

し
い
た
け
低
温
貯
蔵
庫

ー
林
業
の
振
興

1

和
田
議
員
・
:
間
伐
は
、
緊
急
間
伐
事

業
と
し
て
五
十
六
年
か
ら
五
年
間
で
百

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
順
次
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
町
内
の
該
当
す
る
樹
齢
面
積
は
千

四
百
九
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、
進
ち

よ
く
率
は
一
割
に
も
満
た
な
い
。
森
林

整
備
計
画
に
基
づ
き
、
継
続
事
業
と
し

て
新
聞
伐
事
業
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
聞

い
て
い
る
が
、
こ
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
、
面
積
の
拡
大
を
最
大
限

に
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

松
枯
れ
対
策
と
し
て
、
国
庫
補
助
と

町
単
独
補
助
に
よ
り
一
O
か
ら
二
O
%

の
助
成
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

ま
だ
松
枯
れ
跡
地
が
五
百
ヘ
ク
タ
ー
ル

も
残
っ
て
お
り
、
造
林
を
喚
起
す
る
た

め
に
も
継
続
事
業
が
必
要
だ
と
思
う
。

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

特
用
林
産
物
で
あ
る
し
い
た
け
は
、

過
疎
地
域
の
換
金
作
物
と
し
て
真
剣
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
産
地
問
競
争

に
勝
ち
抜
く
た
め
に
は
、
共
販
体
制
の

強
化
と
一
元
集
荷
を
し
て
共
同
撰
別
、

仮
貯
蔵
庫
低
温
施
設
を
整
備
し
な
け
れ

ば
品
質
の
低
下
を
招
く
と
思
う
。
振
興

計
画
に
組
み
込
ん
で
い
た
だ
き
、
助
成

し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

二
宮
町
長
:
し
い
た
け
の
低
温
貯
蔵

庫
に
つ
い
て
は
、
広
域
で
や
る
べ
き
で

小
さ
な
町
単
位
で
や
る
こ
と
は
効
率
的

に
悪
い
と
思
う
。
森
林
組
合
な
ど
か
ら

要
望
が
で
て
こ
よ
う
と
思
う
の
で
、
そ

の
中
で
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

満
度
に
む
答
え
す
る
こ
と
は
む
つ
か
し

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

も
う
一
歩
進
め
よ
う

冬
の
省
エ
ネ

二
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間

石
油

土
、
暖

房
と
し

て
の
灯

油
や

L

P
ガ
ス

ば
か
り
で
な
く
、
化
学
繊
維
や
プ
ラ
ス

チ

y
ク
な
ど
の
化
学
工
業
原
料
と
し
て
、

ま
た
、
発
電
設
備
や
自
動
車
を
動
か
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
わ
た
し
た
ち
の

暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。
そ
の
量
は

日
本
人
一
人
中
i

た
り
一
一
H
に
約
七
リ
ソ

ト
ル
を
使
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

」

9

石
油
の
ほ
と
ん
ど
(
九
九
・
八
%
)
を

海
外
か
ら
輸
入
し
て
い
る
わ
が
国
に
と

っ
て
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
欠
か
せ
な

い
の
が
石
油
に
代
わ
る
工
、
不
ル
ギ

l
の

開
発
と
省
工
、
不
ル
ギ

l
の
推
進
で
す
。

一
一
月
は
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
面
で
工
、
不
ル
ギ

l
の
無
駄
を

省
き
、
で
き
る
限
り
効
率
的
に
使
う
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
い
わ
ば
国
民
一
人
ひ

と
り
の
知
恵
と
努
力
、
心
掛
け
に
よ
る

か
純
国
産
工
、
不
ル
ギ
l
H
と
も
い
え
ま
す
。

「
も
う
-
歩
進
め
ま
せ
ん
か
冬
の
省

エ
ネ
」
こ
の
機
会
に
、
い
ま
一
度
暮
ら

し
の
中
の
省
工
、
不
ル
ギ
l
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
も
の
で
す
。
暖
房
器
具
の

置
き
場
所
を
工
夫
し
た
り
、
断
熱
材
の

利
用
を
検
討
す
る
な
ど
、
「
住
ま
い
の
暖

房
の
工
夫
」
を
家
族
み
ん
な
で
話
し
合

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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ご
協
力
く
だ
さ
い

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
使
用
済

乾
電
池
の
八
刀
別
同
収
を
昨
年
九
月
か
ら

開
始
し
、
十
ん
一
け
ま
で
の
四
か
片
聞
の

け
収
且
一
旦
お
よ
び
回
収
率
は
別
表
の
よ

7

に
な
っ
て
い
ま
す
。

使
閣
済
乾
電
池
の
あ
よ
そ
五

O
%
が

不
燃
物
や
可
燃
物
の
ご
み
の
中
に
混
じ

ノ
て
入
つ
で
い
ま
い
ヲ
O

乾
常
池
を
こ
み

と
い
っ
し
ょ
に
焼
却
、
埋
立
処
分
す
る

こ
と
は
、
乾
電
池
中
の
水
銀
な
ど
に
よ

っ
て
新
た
な
環
境
汚
慢
を
も
た
ら
す
心

配
が
あ
り
ま
す
り

使
山
市
乾
暗
唱
池
は
、
各
連
絡
所
小

中
学
校
、
電
気
人
前
温
A
口
町
な
ど
に
備
え

付
け
て
い
る
回
収
円
台
器
に
人
れ
、
分
別

回
収

μ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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12月

ぶ[II[収容は過二人の調主に
よる)]干均排出量 2~り
kqを100として算出

48 

電池田収実績

107 

11ワ

f受用

9 10 11 12 

31)り寸
264 

正
し
く
、
お
早
め
に

噌
与
。
所
得
税
の

贈
与
税
の
申
告
は
一
一
月
↑
日
か
ら
、

所
得
脱
の
伴
定
申
告
は
-
一
月
卜
六
日
か

ら
受
け
付
け
が
始
ま

η
ま
す
。
申
告
期

限
は
い
ず
れ
も
一
一
一
月
卜
五
日
で

4
が、

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
ば
た

い
へ
/
パ
混
雑
し
ま
す
の
で
、
?
き
る
だ

け
早
く
治
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

正
し
い
所
得
税
の

確

定

由
E

時一口

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
一
年
間
の

所
得
と
そ
の
税
額
を
納
税
者
が
自
ら
正

し
く
計
算
し
て
申
告
し
、
納
税
す
る
と

い
う
白
全
的
な
申
告
納
税
制
度
に
な
っ

て
い
ま
す
。

惟
定
中
行
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
在
い

人
が
巾
告
し
な
か
っ
た
り
、
一
止

L
く
な

い
申
告
を
し
た
り
す
る
と
、
後
で
不
足

の
税
金
金
納
め
る
だ
け
売
に
な
く
、
加
算

税
や
延
浦
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な キャリ-1箱に約40k"の乾電池が、入ります。

く
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
を
し
怠
け

れ
ば
在
ら
者
い

次
の
よ
う
な
人
は
所
得
税
の
凶
定
申

行
が
必
要
で
す
。

⑩
事
業
を
し
て
け
る
人
、
不
動
産
収

入
の
あ
る
一
人
、
士
地
や
建
物
を
売
J

え

人
な
ど
で
、
昭
和
五
卜
九
年
中
山
所
得

の
ん
日
計
額
が
、
甘
宅
礎
控
除
、
配
偶
者
控

除
な
ど
の
合

A
額
を
超
え
る
入
。

留
汁
一
フ
リ

i
マ
ン
で
給
与
の
年
収
が

一
千
五
百
万
円
を
超
え
る
入
、
二
か
所

以
上
か
ら
給
与
を
叉
け
て
い
る
入
、
治

与
以
外
め
所
得
が
一
-
卜
庁
円
安
越
え
る

¥
 

F
ノ

字
台
、
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ

け
サ
ラ
ヴ

l
マ
ン
で
也
、
雑
損
控
除
や

医
療
費
作
除
、
住
七
取
得
控
除
な
と
か

受
け
ら
れ
る
人
が
確
定
巾
告
を
し
て
税

金
の
還
刊
奇
受
げ
る
た
め
の
中
缶
は
、

二
月
十
六
日
よ
り
前
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。相

談
は
お
気
軽
に

税
務
署
は
、
納
刊
m
k白
の
背
き
ん
か
ら

の
申
告
ま
ど
を
直
接
受
い
付
け
て
処
理

し
で
い
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
税
金
の

旧
訴
に
つ
い
て
も
担
当
の
職
員
が
お
符

え
し
て
い
ま
す
。

脱
会
広
な
ど
に
つ
い
て
知
り
た
い
二
と

は
わ
近
く
の
税
務
引
へ
わ
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
な
む
、
長
浜
町
で
の

納
開
相
談
を
次
の
通
り
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

μ
時
一
一
月
十
八
日

1
一一十
H

場
所
長
浜
町
体
育
館
大
ホ
ー
ル

電
気
器
具
。
配
線
か
ら
の

火

災

予

防

冬
は
火
災
の
シ
l
ズ
、
/
。
ア
レ
ッ
?

ア
イ
ロ
ン
の
ス

f
y
チ
じ
切
っ
た
か
な

つ
な
人
て
い
う
の
は
困
り
ま
す
わ
〉
一
高

気
、
コ
タ
ツ
・
ア
イ
ロ
ン
・
ス
ト
ー
ブ
・

あ
ん
か
・
電
気
毛
布
な
ど
の
電
熱
器
具

の
つ
け
っ
放
し
、
切
り
忘
れ
は
火
事
の

も
と
に
な
り
ま
す
〉

外
出
さ
れ
る
前
に
は
一
つ
一
つ
確
認

し
て
、
必
ず
プ
ラ
グ
任
コ
ン
セ
ン
ト
か

ら
灼
く
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

7
)

ま
た
、
-
一
つ
の
ゴ
ン
L

ピ
ン
ト
か
ら
テ
ー

ブ
ル
タ
ッ
プ
を
引
っ
ぱ
っ
て
、
そ
こ
か
ら

沢
山
の
電
丸
器
具
を
使
っ
た
り
、
電
灯

用
ソ
ケ

y
ト
か

6
タ
ゴ
の
足
の
よ
う
に

何
本
も
足
を
ぶ
ζ
さ
げ
て
這
気
器
具
な

使
う
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
危
険
P
ナ。

タ
コ
足
配
線
も
火
災
の
凶
因
に
右
川
ま

す
の
で
、
是
非
と
も
や
め
て
く
ど
さ
い
。

ソ
ケ
ッ
ト
は
六
百
ワ

y
ト
、
テ
ー
ブ

ル
タ

y
プ
は
一
一
般
に
千
ワ
ソ
ト
が
限
度

で
す
。
部
尾
の
広
さ
に
合
わ
せ
て
、
余

裕
の
あ
る
コ
ン
セ
ン
ト
を
備
三
て
若
気

器
尽
を
正
し
く
、
安
全
に
お
使
い
く
だ

さ
い
。社

会
福
祉
協
議
会
長
に

兵
頭
信
男
さ
ん

昨
年
十
-
一
月
十
七
日
に
町
体
育
館
で

社
会
福
祉
協
議
会
の
理
事
会
が
間
か
れ
、

会
長
に
兵
演
じ
い
h

男
さ
ん

l
新
任
(
長
浜
~
、

別
会
長
に
川
関
定
市
さ
ん

l
山
田
任
(
長

浜
)
と
宇
都
宮
占
手
さ
ん

l
新
任
(
血
豆

茂
)
が
決
ま
り
ま
し
ん
。
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定
例
議
会
は
年
四
国

町

議

会

の

傍

聴

モニタ一つうしん@うちのおとうさん

小
川
議
員
の
提
言
に
も
あ
り
ま
し
た

が
、
町
民
と
し
て
一
度
く
ら
い
は
町
議

会
を
傍
聴
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

定
例
議
会
の
会
期
、
傍
聴
す
る
た
め
の

時
間
、
手
続
き
な
ど
特
別
な
規
約
が
あ

れ
ば
、
広
報
か
有
線
で
紹
介
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
も
っ
と
議
会
に
対
し
て
関

心
が
で
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

(
曲
豆
茂
・
佐
々
木
徳
美
・
訂
歳
)

お
答
え
:
・
町
議
会
定
例
会
は
、
毎
年

三
月
、
七
月
、
十
月
、
十
A

一
月
の
凹
凶

聞
か
れ
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
臨
時
会

も
関
か
れ
ま
す
。

議
会
の
会
期
等
に
つ
い
て
は
、
役
場

前
、
各
連
絡
所
の
掲
示
板
に
告
示
さ
れ

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
傍
聴
す
る
た
め
の
特
別
な
規

約
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
数
を
制
限
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
傍
聴
券
を
発
行

し
ま
す
。

第
二
次
開
発
に
よ
っ
て

活
力
が
生
ま
れ
る
施
策
を

議
会
で
の
各
議
員
の
質
問
に
対
し
て

町
の
答
弁
は
第
二
次
開
発
の
同
定
観
念

に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
て
い
る
よ
ラ
に
思
い

ま
す
。
上
か
ら
の
計
画
の
押
し
つ
け
す

ぎ
で
町
民
の
気
が
の
ら
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
も
っ
と
下
か
ら
の
発

案
計
画
を
大
事
に
し
て
育
て
て
い
け
ば

活
力
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。
大
洲

市
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

つ
く
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

(
上
老
松
・
東
秀
行
・
羽
歳
)

お
答
え
:
・
開
発
事
業
に
よ
っ
て
過
疎

化
の
歯
止
め
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
お
茶
の
間
懇
談
会
や
各

種
の
会
合
で
も
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

を
う
か
が
い
な
が
ら
町
政
を
進
め
て
き

て
お
り
ま
す
。
第
二
次
開
発
を
進
め
る

こ
と
に
よ
り
町
の
活
性
化
を
阿
り
、
明

る
く
住
み
よ
い
町
守
つ
く
り
を
め
ざ
し
て

努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町
民
会
館
方
式
も

ご
利
用
を

冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化

秋
は
結
婚
シ
ー
ズ
ン
で
各
地
で
盛
大

な
披
露
宴
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
々

派
手
に
な
り
、
費
用
も
相
当
な
も
の
で

あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
一
時
期
は

冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
な
ど
社
会
教
育
で

も
叫
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
あ

ま
り
聞
き
ま
せ
ん
。
一
生
に
一
度
と
は

い
え
、
無
駄
な
金
は
今
後
の
生
活
に
も

大
き
く
響
く
と
思
い
ま
す
。
F

一
人
の
幸

せ
を
願
つ
で
も
っ
と
有
効
な
結
婚
式
を

あ
げ
る
よ
う
青
年
た
ち
に
呼
び
か
け
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

(
出
海
・
畑
山
伊
佐
夫
・
日
歳
)

お
答
え
:
・
A
7
の
日
本
人
は
、
ほ
と
ん

ど
の
人
が
中
流
階
級
を
自
負
し
て
い
る

と
い
わ
れ
ま
す
。
結
婚
式
と
な
る
と
、

少
々
の
こ
と
で
は
物
足
ら
ず
、
よ
り
以

上
の
豪
華
さ
を
求
め
る
風
潮
は
、
簡
単

に
は
動
じ
な
い
強
固
さ
を
も
っ
て
い
ま

す
。
公
民
館
方
式
は
影
を
ひ
そ
め
、
町

民
会
館
方
式
が
人
気
を
集
め
て
い
る
よ

τボ己qボιτ浮ιτさ乙て手ιて手ιマボιτさ与τ手ιτ~苛手ι苛さLτ手ι女子会明詳ιてドι苛手ι写去乙ヲ子ιづさ乙呪手乙q手ιヮがιヲ言乙τ手ιヲ京ιτ手ιτ手ιヲ予ι呪手ιヮ芯己ヲポιτ手ιヲ誌乙ヲだιづ出ιヮボιラ芸乙ヲがιラポιて手ιτさ乙マポbτ" ー__'_'~__'''.

手 かし田 もか朝きょ で、しいい毎ーするこャ 年
つぼまいや雨おら早まく父すいそへ日かののベ番間 IJ_'
だくをた畑やそ夜くて働は。のがんたら、で仕ツ多にく
いやとけへ雪く i 一 事ゃく作の
まねいを行のま仰山時吐いぷ三三五泌を大、るう

勺日3日産:主義滋議採 J 季語3 
遊やしらす外事線問欄とど J は

ぶんで l1Jl吋精機騒鵜襲撃謹お翠離母も番、農
ぱいに亡」ナ国購騒暴露離の作討し家
か 、ま勺ナ母く 縄返送議議騒騒議幾議議選議翻意義議議議議 てりでいで、
り少すべ仁臼い議議機議機韓議議選議議襲議選議機人ますたす
しし o た夜山手議蓬整機議欝護審藩轟轟轟識です 0 け
ては VJ 1そや仁噂議襲撃蓬欝鱒ゃ o キが

十
年
以
上
も
日
記
を

戒
川
小
三
年
(
戒
川
)

竹

内

義

明

て官 ん中も 議選議運懇議議議議議議議議題異議畿謬議藍議議室襲 あこそで電
あにぼさは日 経簿醤襲撃襲撃襲撃璽離選議露盤穣翠鮫警護 りそうす告
げなくつ見記憶騒騒騒饗鱒鶴響機翠まばに。パ
たつはもてを議轟轟轟欝襲撃盤渓目立三設襲撃襲撃襲警せゆしじリ機んもんじ とがい
いて、あまつ艦購麟盤機主選璽盤問んいていカをぱ、のよまき、る
と、大りせけ議灘璽轟轟襲撃態警 警鱒藤述 。のいちンつつぼ頭うたはよと
思父きまんで畿懇鱒穣騒襲撃議議議欝川ヰ でまやでかしくもず、ほく
いやくすがい鱗繍織議議慈齢機織縦饗鱗ペみ あすんさうまの、で父め手父
ま母な 。 、る 絞殺総議事審議議議議惑畿蹴滋総務総選鑓議議麟繁い まがはんよす頭兄すはてつは
すをつ ノこ お父さんの善行さんと り、気ぱう。もち。さくだわ
。大た!と すぽ持つにこ、やじんれいこ
事ら トでじ十そりとい思らへがは きくちすしう父んいぱまをり
に答 がすよ年れまがるついんた、 lま ではよるでうがのちっすしま
し察 な。うい同てあこでとえい父く は、さの、んさ頭やが。たす

'苛さ乙弓持己ヲ詩乙τ手ιて手ι苛手乙呪手ιτざ乙τ三ιヲ元己苛手Lτだ己τ手ιτ手ιヲ芦ιτ定羊苛手ι気予ιヮ手ιヲポιて手Lて手Lτ手ιτ手ι常手ιτ手ιマポムτ手ιマさιτ手ιて手ιて手ιτ手ιて手ιて手ιて手ιマ子Lて芋ιT手ιT手会τ予ιτ予ι拐さι苛ざιマポLτどと

⑨ 

う
で
す
。
こ
の
方
式
は
、
比
較
的
豪
華
む
よ
う
で
す
の
で
、
大
い
に
利
用
し
て

で
来
賓
の
方
々
も
あ
る
程
度
満
足
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

い
た
だ
い
て
お
り
、
経
費
も
安
く
て
済
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匂書F 喝F

三洗
十面
jL 苦吾
1 と
同パ
十ケ
度ツ
ぐ
勺

σ〉
曹 湯

ンシシブヘ三二ケ
、ブヤ、ラア杓く、ツノf

四
六
時
中
、
頭
を
枕
に
つ
け
た
ま
ま

の
お
年
寄
り
に
と
っ
て
、
髪
の
汚
れ
を

洗
い
流
す
さ
わ
や
か
さ
は
格
別
。
頭
が

す
っ
き
り
す
る
と
、
気
分
も
そ
う
快
に

な

り

ま

す

。

曹

パ

ス

タ

オ

ル

・

1
一本
l

(

敷
き
用
、
頭き

し

心

髪

を

洗

う

1
1
1
1
1
U
)

た

ま

ま

枕

一

元

を

高

く

す

る

の

が

コ

ツ

豆

ぷ

の

洗

髪

一

/

-

♂

守

と

ん

は
、
病
人
を
思
い
の
ほ
か
疲
れ
さ
せ
ま

i
-
一
枚
(
下
に
敷
い
て
上
半
身
を
起

す
。
体
調
を
見
な
が
ら
、
日
中
の
暖
か
こ
す
)

い
時
間
を
選
ん
で
洗
っ
て
あ
げ
て
く
だ
暫
ビ
ニ
ー
ル
風
日
敷
:
・
一
枚

さ
い
o

w

v

洗
髪
パ
ッ
ド
:
・
「
作
り
方
」
参
照

二
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
成
人
病
け
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
は
、
成
人
病
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
↑

予
防
週
間
で
す
。
成
人
病
は
、
癌
、
の
治
療
は
何
年
も
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
更
に
肝
心
な
こ
一

高
血
圧
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
な
ど
加
な
い
場
台
が
多
い
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
は
、
生
活
全
体
を
見
直
し
て
、
専
一

齢
と
共
に
現
れ
て
く
る
慢
性
の
病
気
と
で
す
。
も
と
も
と
、
そ
れ
ま
で
の
長
門
家
の
助
一
百
の
も
と
に
、
良
い
生
活

や
症
状
で
す
。
こ
れ
ら
は
特
定
の
原
い
人
生
の
時
間
を
か
け
て
悪
く
な
っ
た
習
慣
を
守
る
こ
と
で
す
c

問
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
日
々
の
生
の
で
す
か
ら
、
一
朝
一
夕
に
良
く
な
ら
近
年
、
長
浜
町
で
成
人
病
検
診
を

活
資
慣
の
歪
み
が
長
年
積
み
重
な
つ
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
い
っ
た
受
け
た
人
の
う
ち
、
同
卜
歳
代
で
一

て

お

こ

る

も

の

で

す

。

で

す

か

割

、

瓦

十

歳

代

で

一

一

割

、

ら

、

い

っ

た

ん

発

病

す

る

と

、

茂

人

丙

乃

ム

口

京

六

十

歳

代

で

一

割

、

七

十

一
生
そ
の
病
気
と
つ
き
合
う
こ
日

μ

ノ
年
升
〆
ν
弓

イ

忠

刀

歳

以

上

で

は

同

割

と

、

ま

と

に

な

る

と

忠

わ

ね

ば

な

り

ま

良

い

生

活

習

横

を

守

っ

て

る

で

決

ま

っ

た

よ

う

に

高

せ
ん
c

も

ち

ろ

ん

長

年

の

聞

に

、

血

圧

症

な

の

で

す

。

未

受

症
状
は
良
く
な
る
時
も
悪
く
な
る
時
ん
医
師
の
治
療
を
受
け
始
め
た
ら
、
必
診
の
人
の
中
に
も
、
同
僚
に
高

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
ず
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
血
恒
と
気
づ
か
な
い
で
い
る
人

間

約

一

ま

た

、

治

療

を

受

自

分

勝

手

な

憶

測

や

判

断

で

中

途

半

端

が

あ

る

と

思

わ

れ

ま

す

。

で

す

/
車
時
以
け
る
必
要
が
で
て
な
治
療
を
し
て
は
危
険
で
す
。
い
つ
ま
か
ら
、
険
診
は
毎
年
受
け
て
、

込

静

香

く

る

か

も

し

れ

ま

で

た

っ

て

も

症

状

が

変

わ

ら

な

い

か

ら

早

い

う

ち

か

ら

健

康

管

理

に

つ

F
ぷ

窃

同

一

せ

ん

。

と

、

い

い

加

減

で

投

げ

出

し

た

り

、

も

と

め

て

く

だ

さ

い

。

F
V
l
L

そ

こ

で

気

を

つ

う

良

く

な

っ

た

か

ら

と

思

っ

て

中

断

し

(

保

健

婦

・

一

宮

)

目
覚
め
か
ら
就
寝
ま
で
欝
覇
灘
翻
盟
轟
轟
譲

寄
り
業
会

⑩ 

ビニール風呂敷

ま
た
、
空
腹
時
や
満
腹
時
は
避
け

排
便
も
す
ま
せ
て
お
き
ま
す
。

ハスタオル

寝たきり老人の看護法@日曜当直医

25~30cm 敷ぶとん

へ
ア
ト
ニ

y
ク

け
ノ
、
/

ス、ヘ
ア

ド
「
一
ブ

イ
ヤ

①
座
ぶ
と
ん
の
上
に
、
ビ
ニ
ー
ル
風

片
敷
と
パ
ス
タ
オ
ル
を
重
ね
、
そ
れ
を

頭
と
背
中
の
下
に
置
い
て
枕
元
を
高
く

す
る
。
床
か
ら
の
高
さ
は
-
一
十
五

1
一一一

十
セ
ン
チ
が
適
当
。

②
別
の
パ
ス
タ
オ
ル
を
扇
子
の
形
に

折
り
、
首
の
周
り
に
巻
く
。
こ
う
す
る

と
首
の
ほ
う
に
湯
が
ま
わ
ら
な
い
し
、

後
で
髪
が
ふ
き
や
す
い
。

③
「
洗
髪
パ

y
ド
」
を
頭
の
一
ト
に
置

き
、
パ
ッ
ド
の
先
を
洗
面
器
の
中
に
入

れ
、
洗
面
器
の
縁
と
「
洗
髪
パ
ソ
ド
」

を
洗
た
く
ば
さ
み
で
と
め
る
。

④
髪
を
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
て
か
ら
ぬ

ら
し
、
シ
ャ
ン
プ
ー
を
つ
け
て
地
肌
を

よ
く
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
な
が
ら
洗
う
。

⑤
シ
ャ
ン
プ
ー
を
洗
い
流
し
、
十
分

に
す
す
ぐ
。
二
度
洗
い
し
、
最
後
に
リ

ン
ス
を
し
て
す
す
ぐ
。

⑥
パ
ッ
ド
を
は
ず
し
、
首
に
巻
い
た

パ
ス
タ
オ
ル
の
端
を
つ
ま
ん
で
頭
の
上

ま
で
延
ば
し
、
よ
く
ふ
く
。
ド
ラ
イ
ヤ

ー
で
乾
か
す
時
は
、
二
一
十

1
同
十
セ
ン

チ
離
し
た
位
置
か
ら
、
耳
を
手
で
カ
バ

ー
し
て
温
風
を
あ
て
る
。

⑦
よ
く
乾
い
た
ら
、
ヘ
ア
ト
ニ
ッ
ク

を
つ
け
て
マ

y
サ
ー
ジ
し
、
フ
ラ

y
シ

ン
グ
で
髪
を
繋
え
る
c

三五オJレ

@巴④

今
月
の
口
躍
中
i
直
病
・
医
院
は
次
の

通
り
で
す
。
受
付
時
間
は
午
前
卜
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
、
診
療
は
政
急
患

者
の
方
だ
け
で
す
。
原
則
と
し
て
往
診

は
致
し
ま
せ
ん
。

①
2
月
3
日
石
村
病
院
密
⑫
0
2
5
7

①

2
月
刊
円
岡
山
医
院
密
⑫
0
6
3
9

①
2
月
日
日
菊
地
医
院
怨
⑬
0
2
0
9

①
2
月
口
口
門
厚
医
院
盛
一
崎
0
2
0
2

①
2
月
弘
日
辻
医
院
倉
一
日
明
。
1
7
4

月 1 ①
、 2 2 
9 H寺円。耳;fI
月 8 ・"'OJ
生対日
ま象 I自:
iL I土問r:.lし，
の日(~ f本
子手"育マ ぬ量
供 59館 l止
さ年 : 
/し 3 午 .吾会:
。月後・ロア;
、 1

6 日寺

月 i①
、 2 2 

8 日手月 :一ー:
月 21 ・..J.!:.
生対日屍克

ま象 、"
れは岡J :弓二
の H召f不:1回'
f和有 '.1し.
ic!t 58 長官 :h品
さ年 ll!主
ん 6 午:=-A: 
0 月 後 ;言言語;

7 H与

一
ニ
種
混
合
予
防
接
種
…

@
2
H
U
H

町
体
育
館
午
後
1
時

1
1
時
泊
分
対
象
は
満
一
一
歳
か
ら
四

歳
ま
で
の
L
J
供
さ
ん
三
同
接
種
。
一
二
凶

完
了
後
~
年
以
上
経
過
し
て
尺
歳
半
ま

で
に
一
同
接
種
。

:不:
.用・
犬;
買j

.上'
: ，げ7ずず、
.日:

①

2
月
出
口
各
連
絡
所
は
午
前
9
時

ま
で
、
本
庁
は
午
前
日
時
ま
で
で
す
。

買
い
上
げ
料
金
は
一
一
四
瓦
百
円
。
印
鑑

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
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〉

十

、

1
J

戸
予
長
丘
(
ラ

っ

き

」

剥

れ

〕

五

口

『

{

一

j

一

、

I

J

|

|

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ー
長
浜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
1

ブ
(
矢
野
孝
憲

会
長
)
で
は
、
卜
二
月
四
日
会
員
約
十
人
が
白
滝
の
養
護
老

人
ホ
l
ム
白
山
間

を
訪
れ
、
も
ち
つ

き
を
し
て
わ
年
寄

り
を
慰
問
。
こ
れ

は
十
数
年
続
い
て

あ
り
、
こ
の
あ
と

大
和
の
民
謡
ク
ラ

ブ
の
人
た
ち
の
踊

り
で
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し

た。

も

ち

ゴロロ口口口口口口口口口口口口口

わ通事か意
れ安古文ら見
た全防は発
。講 tf:--，表
話」老や
がの人警ん稔玉さ運冨とり老
行交の察のさ井んて夫日Ji本た人!

のち学二二
ゆカず来及月

が参を十
み力日開九
をしイ窪日
j台て。町
す、お f本
」奥よ育
と ffiそ長官
り:忠三で
つこ"'-"，竺古

哩主人三
演牛の凶
ののお長
手「年浜
ζ、心寄町

心と体のゆがみを
~長浜町老人学級~

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

県
産
木
材
を
使
っ
て

1
木
材
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
1

ルポ。まちの先覚者

県
産
木
材
の
需
要

拡
大
を
訴
え
る
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
が
十
二
月

十
日
来
町
。
県
森
林

組
合
連
合
会
と
県
森

林
組
合
振
興
協
議
会

が
企
画
し
た
も
の
で
、

森
林
組
合
か
ら
選
ば

れ
た
五
人
の
「
木
材

娘
」
を
含
む
十
人
を

拍
手
で
も
っ
て
出
迎

え
た
。
彼
女
ら
は
、
公

共
事
業
で
県
産
材
を

積
極
的
に
使
う
よ
う

協
力
を
呼
び
か
け
た
。

~ 

」斗~tØ

口口口口口口口口口口口口口口口〔

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
に

;
本
村
集
会
所
が
完
成
1

つ用の三事十室七築平木式に
です一二万費脅1Iは平面屋造が日完豊
いる十円は屋和方積建か行に成茂
まこ六。五。室 tf六でわわ新。の
すと戸同百請十。九でられ築 本
。にが地四負畳集・ 、ぷた落月村
な活区十工が会 O 建き。成十地

医

本
中ナ
集
~ 
Z三ミ

F斤
カミ

昨
年
十

月

七
日

戎

与

之

肱
川
川
口
に
あ
る
沖
浦
の

戎
家
は
、
代
々
船
舶
運
送
業
を
営
ん

で
き
た
。
戎
与
-
、
戎
鉄
之
丞
、
戎

ト
ハ
ゾ
之
進
、
そ
し
て
現
在
は
与
之
進
の

長
男
正
で
あ
る
。

戎
与
一
は
、
長
浜

1
阪
神
閣
の
帆

船
に
よ
る
薪
、
木
炭
の
輸
送
を
主
と

し
た
運
送
業
を
、
藩
政
時
代
か
ら
営

ん
で
き
た
が
、
明
治
十
二
年
二
八

七
九
)
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
鉄
之

ポ
ゐ
が
こ
れ
を
受
け
つ
い
で
一
三
隻
の
帆

船
を
所
有
、
地
万
き
一
つ
て
の
船
舶
所

有
者
と
な
っ
た
。

日
露
戦
争
、
第
一
次
世
界
大
戦
に

は
、
軍
の
薪
、
木
炭
等
の
燃
料
補
給

の
重
責
を
果
た
し
、
活
動
範
聞
も
四

国
一
円
に
及
ん
で
盛
大
を
極
め
た
。

大
正
末
期
に
は
曳
船
を
開
始
し
た
。

当
時
の
長
浜
港
は
未
整
備
で
、
船
舶

の
ほ
と
ん
ど
が
河
口
に
依
存
し
、
そ

の
上
、
北
九
州
向
砂
利
輸
送
が
盛
ん

で
あ
っ
た
の
で
、
複
雑
な
水
路
を
通

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
曳
船
業
務
は

多
忙
を
極
め
た
。
ま
た
、
こ
れ
と
並

行
し
て
海
難
教
助
、
違
反
漁
業
取
締

り
も
行
い
、
数
多
の
人
命
、
船
舶
を

救
助
し
、
そ
の
功
績
に
よ
り
、
た
び

た
び
表
彰
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
中
は
、
優

秀
な
機
帆
船
を
進
水
し
た
が
、

徴
用
さ
れ
て
す
べ
て
失
っ
た
。

そ
の
問
、
各
種
機
関
の
役
員
を

つ
と
め
、
地
方
自
治
、
海
運
商

業
等
の
分
野
で
相
談
役
的
役
割

を
果
た
し
、
長
浜
の
発
展
に
尽

く
し
た
。

こ
の
業
を
継
い
だ
明
治
卜
-
一

年
二
八
七
九
)
生
ま
れ
の
長

男
与
之
進
は
、
昭
和
五
年
三
十
歳
か
ら

就
業
、
同
十
一
年
に
は
機
帆
船
を
建
造

し
、
船
主
と
な
り
、
戦
争
の
進
展
と
共

に
海
運
業
務
も
多
忙
を
極
め
た
。
昭
和

卜
八
年
に
は
長
浜
船
主
会
を
組
織
し
会

長
、
愛
媛
地
区
機
帆
船
海
運
組
合
監
事
、

木
船
海
運
協
会
愛
媛
支
部
評
議
員
、
同

十
九
年
同
支
部
長
浜
出
張
所
長
、
つ
い

で
同
会
松
山
地
方
事
務
局
海
務
課
長
並

び
に
愛
媛
支
部
海
務
課
長
に
就
任
し
た

が
、
終
戦
と
と
も
に
解
散
し
た
。

終
戦
後
愛
媛
機
帆
船
運
送
株
式
会
社

が
設
立
さ
れ
る
や
歎
査
役
取
締
役
に
就

任
、
地
元
長
泣
い
海
道
協
同
組
合
が
昭
和

一
一
十
四
年
設
立
さ
れ
る
と
理
事
長
と
な

り
、
混
乱
し
た
海
運
業
界
を
立
て
直
し
た
。

昭
和
J

(

一
十
孟
年
に
は
中
予
地
区
海
運

組
合
理
事
長
、
翌
年
は
自
ら
戎
汽
船
株

式
会
社
設
立
、
同
一
二
十
八
年
四
国
地
方

海
運
組
合
連
合
会
副
会
長
、
同
三
十
九

年
愛
媛
内
航
海
運
組
合
連
合
会
理
事
、

同
同
十
凶
年
全
H
本
海
運
組
合
連
合
会

理
事
に
就
任
す
る
等
、
一
生
を
海
運
業

に
俸
げ
た
功
労
に
よ
り
藍
綬
褒
賞
を
う

け
た
。昭
和
問
ト
八
年
二
九
七
一
一
二
七
十

二
歳
で
没
し
た
。
(
長
浜
町
文
化
財
保

護
審
議
会
委
員
・
久
保
七
郎
)

進
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表
彰
*
中
小
中
小

推
薦
に
神
応
さ
ん

白
滝
も
み
じ
祭
リ
撮
影
会

山
浦
公
園
で
昨
年
十
一
月
一
一
十
一
一
一
日

者
物
の
女
王
ら
四
人
の
モ
デ
ル
を
対
象

い
「
山
一
川
も
み
じ
祭
り
掻
影
会
人
が
行

わ
れ
、
宇
和
島
市
の
神
応
幸
男
さ
ん
の

作
品
「
白
滝
の
女
」
が
推
嬬
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
通
り
c

宮
地
薦
一
神
応
幸
男
(
宇
和
島
市
)
一
特

選
一
浅
倉
忠
則
(
五
十
崎
町
)
池
谷
政

F

松
山
市
)
{
入
選
一
久
保
達
也
(
大
洲

市
)
上
満
白
彦
、
松
岡
梅
若
(
以
上
自

治
)
友
沢
正
文
「
長
浜
)
露
日
泰
幸
一
一
重

信
町
」
』
佳
作
一
峰
清
輝
、
久

ι正
吉

一一以上

rυ滝
)
い
尼
崎
会
占
、
井
上
雅
博
(
口

上

大

洲

市

)

大

;

土

居

制

労

、

第
沼
田
新
春
囲
碁
将
棋
大
会

浜
村
さ
ん
が
優
勝

囲

碁

A
級

一
四
例
の
第
二
十
九
川
新
春
開
碁
将
棋

大
会
が
一
一
月
間
目
、
町
体
育
館
で
開
か

れ
、
愛
好
お
お
よ
そ
四
十
人
が
参
加
し

て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
各

級
の
上
位
入
常
一
者
は
次
の
通
り
。

将
棋
の
部

A
級
(
一
一
段
以
上
)
①
大

隅
一
止
司
(
八
幡
浜
市
)
②
鎌
旧
H
出
男
(
八

幡
山
市
)
③
小
泉
一
主
郎
(
八
幡
浜
市
)

V

B
級
(
初
段
以
干
)
①
池
浦
繁
利
(
長
浜
)

⑨
五
回
政
一
(
長
浜
)
③
綿
木
健
次
(
長
浜
、
一

囲
碁
の
部

A
級
(
五
段
以
ヒ
一
心
浜

村
山
太
郎
(
長
沿
い
)
⑨
谷
岡
照
基
(
悪
茂
一
一

⑨
藤
岡
喜
代
夫
(
下
須
戒
)
マ

B
級
(
同

一問「十一一表彰@募集

本
橋
真
佐
美
、
一
宣
伝
た
け
し
、
新
川
俊

一
、
坂
口
忠
呉
、
ル
上
肇
(
似
し
し
松
山

市
/
決
断
仲
(
今
治
市
J

佐
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木
市
川
明

(
保
内
町
)
板
行
通
文
(
土
門
田
町
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氷
田

吉
雄
(
八
幡
浜
市
)
河
田
守
(
中
山
町
)

寺
岡
久
夫
(
五
ト
崎
町
)
城
一
戸
保
、
河

同
健
生
(
以
上
内
子
町
、
一
城
石
義
仁
(
伊

子
市
)

段
以
下
一
訂
井
上
徹
(
八
幡
浜
市
)
⑨
石

田
文
男
(
長
以
)
③
久
保
好
明
(
豊
茂
)

利国

入用鉄
啓予
発讃 z
の本?
た鯨ど
め雄
の持|
存
続

四
世
叫

標

五
口
二
コ
円
H

前
日
で
国
鉄
子
讃
本
紙
付
漁
協
議
会

が
募
集
し
た
ポ
ス
タ
ー
の
人
選
作
品
会

こ
紹
介
し
ま
し
と
は
川
、

A
7
同
は
標
活
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
り
優
秀
作
品
は

次
の
通
り
。

。
子
讃
線
守
れ
我
が
町
叫
刊
が
士
号
~
り
し

(
上
灘
中
二
一
年
本
刊
順
子
)

の
国
鉄
は
過
疎
化
の
歯
止
め
土
台
石

(
上
凝
中
一
一
年
中
島
信
江
-

O
あ
な
た
で

;
f讃
本
線
守
る
の
は

神応幸男さんの「白滝の人」

(
大
洲
東
小
年
西
岡
功
利
)

O
子
讃
線
人
/
什
口
も
未
来
も
必
要
刈
ポ

(
大
洲
束
中
一
一
年
川
ト
美
佐
)

ハ
)
予
讃
線
み
ん
な
が
乗
っ
ヶ
守
ろ
う
よ

一
大
川
束
中
三
午
桜
同
幸
治
)

後
続
mm勢

あ
な
た
も
兵
一
人
詰
を

通
信
制
職
業
訓
練

愛
媛
経
九
日
高
等
職
業
訓
練
校
べ
じ
は
、

一
級
、
-
一
机
技
能
通
信
制
訓
練
の

-
G
A

生
を
募
集
し
て
は
ま
い
9
0

一
宮
一
(
海
訓
練
科
一

。
一
級
:
・
機
械
加
工
、
阪
会
、
配
符
等

一)一一級

i
機
械
製
凶
、
左
行
、
建
築
等

一
受
講
資
格
}

。
↑
級
・
・
一
定
以
上
の
経
験
年
数

O
-
一
級
:
・
実
件
以
経
験
が
あ
れ
ば
受
講
可

一
訓
練
期
間
一

i
校
准
-
年

{
入
校
時
期
}
:
・
い
つ
で

L
イ

{
受
講
料
一

o
-
級
・
:
八
千
円
O
一一級

.e
六
千
円

一
申
し
込
み
先
一
干
加
松
山
市
西
垣
生

町
一
一
一
八
四
公
媛
総
合
高
等
峨
業
訓

練
校
・
開
花
按
助
課
程

0
8
9
9
i
ロー

0
3
3
4
 

働
き
な
が
ら
学
ぼ
う

松
山
東
高
較
通
信
制
課
程

松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
目
で
は
、

昭
和
六
十
年
度
入
学
生
を
募
集

L
ど
い

ま
寸
二
働
き
な
が
ら
、
ま
た
家
事
を
つ

づ
け
な
が
ら
月
二
同
科
佼
日
曜
日
を
利

出
し
て
い
均
等
学
校
卒
業
の
資
料
が
得
ら

れ
ま
す
。

{
出
願
資
格
一
①
昭
和
六
十
年
二
い
け
末

l

i

-

-

i

1

1

1

1

l

u

l

l

-

?μ
「
羽
織
「
可

E
L制
切
符
ぷ
一
」
触
れ
る
に
/
一
発
熱
す
る
仕
組
み
に
な

ア

露

際

協

畠

盟

関

一

}

ぽ

(

i

!

p

i

l

i

っ
て
い
ま
す
。
一
川
に
は
、
新
鮮
戦

覇

朝

寝

F

Z
時
、
ア
メ
リ
カ
日
ノ
か
鉄
粉
品

目
唱
i

H

4

ゃ
ぶ
な
ど
を
混
ぜ
て
発
熱
さ
せ
、
保

懐
炉
と
い
え
ば
、
老
人
の
ら
の
と
品
に
山
は
っ
と
の
に
ヒ
ン
ト

'r得
た
い
に

忠
わ
れ
て
川
と
の
は
背
の
こ
と
。
ム
f

い
わ
上
れ
ま
す
が
、
本
格
的
に
生
産
し

ゃ
慎
一
炉
は
ス
キ
ー
に
行
く
若
者
や
、
で
い
る
の
は
円
本
だ
け
。
ア
メ
リ
カ
、

ス
タ
イ
ル
を
気
に
し
て
薄
去
す
る
娘
カ
ナ
ダ
な
ど
に
愉
山
き
れ
て
い
ま
h

ら

さ

ぺ

た

ち

の

必

需

川

日

の

懐

炉

は

、

石

や

塩

を

視

め

た

こ
ん
な
ご
と
に
な
っ

f
の
は
、
慣
も
の
で
し
た
。
ち
ょ
っ
と
前
ま
で
は
、

い
捨
ご
懐
炉
が
交
場
し
て
以
来
の
こ
懐
炉
似
の
懐
炉
や
、
ベ
、
J

シ
ン
を
伎

と
で

F
り

x
p
l
喝
の
ト
イ
レ
に
以
、
う
懐
炉
が
主
流
で
し
た
が
、
今
は
使

使
い
衿
ど
怯
炉
の
包
装
紙
が
い
〆
ば
い
姶
で
懐
炉
に
追
わ
れ
て
、
売
れ
行

け
捨
て
ら
れ
て
い
ま

F
o

き
激
減
死
そ
う
で
す
り

川
和
五
十
八
年
ぼ
に
全
国
で
消
費
仰
い
捨
て
懐
炉
は
、
普
通
サ
イ
ズ

さ
れ
た
使
い
姶
ご
懐
炉
は
約
二
億
九

ωほ
か
じ
子
袋
な
ど
に
い
れ
る
ミ
一
一
一
e

千
万
個
と
推
定
む
れ
て
い
ま
す
。

H

サ
イ
ス
や
、
靴
に
刊
い
ら
れ
る
駁
素

本
人
今
人
出
た
り
三
個
近
ノ
¥
使
っ
た
の
少
公
/
¥
て
す
む
も
の
会
ど
も
登
場

勘
定
に
な
り
ま
す
が
、
使
い
捨
て
懐
し
て
わ
け
、
ま
す
ま
す
税

L
ま
れ
そ

炉
が
こ
ん
な
に
伸
び
た
の
は
、
こ
こ
う
で
す
〈

数

年

の

こ

と

で

す

。

寒

さ

厳

し

い

パ

リ

は

(

約

千

点

ル

使
い
捨
て
懐
炉
の
内
容
は
鉄
粉
、
ト
ヤ
l
月
間
」
で
す
ω

古
亘
な
工
、
不
ル

水
、
塩
、
活
性
炭
、
保
水
刊
な
ど
を
出
キ
ー
を
効
率
よ
く
使
う
工
夫
を
し
ま

ぜ
た
も
の
で
、
こ
れ
が
空
気
中
山
酸
素
し
よ
う

1

1

1

i

l

l

-

-

-

ま

で

に

た

は

こ

れ

に

増

γ
一3
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学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
か
②
中
学

校
ま
子
一
は
こ
れ
に
準

V
G
学
校
を
卒
業

?
」
子
一
方
③
小
学
校
を
い
同
十
札
托
し
た
者
と
同

等
以
上
山
一
一
子
力
が
あ
る
と
認
め
叱
れ
る

方
④
高
校
小
注
退
学
の
方
⑥
学
校
一
品
川

係
な
く
円
分
の
好
孝
な
科
目
を
ι了
刊
し

↑一水ノ二一￥'↑
J

ぴ

=
y

ノーしつノ

{
学
習
方
法
一

H
曜
日
会
片
二
川
程
度

利
用
し
て
松
山
東
品
校
ま
た
は
東
予
・

南
予
地
方
の
指
定
枝
に
山
山
校
し
で
ね
需

を
一
父
け
、
定
め
ら
れ
た
学
汗
課
題
宗
一
拒

出
寸
る
こ
と
に
よ
り
学
習
を
進
め
て
ゆ

き
ま
す
ο

修
業
年
間
は
問
年
以
上
で
す
。

一
出
願
期
間
}

-

ε

月
二
十
八
日
か
ら
川

月
卜
一
一

H
ま
で

一
問
い
合
わ
せ
先
}
干
瑚
松
山
市
ね
同

町
二
丁
目
一
一
1

卜
一
一
松
山
東
高
等
学

校
通
信
制
課
m
M
T
E
L
0
8
9
9

日ー
0
1
8
7

学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か

N
H
K
学
園
の
通
信
教
育

N
H
K
学
問
で
は
、
通
信
教
育
の
生
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(有)岸本印刷

徒
・
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

{
高
等
学
校
普
通
科
コ

I
ス一

N
H
K
の
放
送
を
利
川
し
て
、
働
き
な

が
ら
高
校
卒
業
の
資
格
を
と
り
た
い
方

マ
入
学
資
格
中
学
校
卒
業
、
卒
業
見
込

み
、
ま
た
は
同
等
以
上
の
学
力
の
あ
る
方

マ
受
付
期
間

3
月

1
H
1
4
月
日
口

一
高
等
学
校
教
養
コ

I
ス
}

高
等
学
校
レ
ベ
ル
の
知
織
と
教
一
貨
を

身
に
つ
け
た
い
方
に
マ
受
講
資
格
日

歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
マ
受
付

期
間

3
月

1
日

1
4
月
初
什

一
社
会
通
信
講
座
一

こ
の
講
座
の
何
点
は
、
リ
ポ
ー
ト
の

添
削
が
中
心
で
、
だ
れ
で
も
白
宅
に
い

な
が
ら
、
都
合
の
よ
い
時
間
に
、
自
分

の
ベ

l
ス
で
学
べ
ま
ト
ヲ
に
マ
講
座
は
、

書
道
、
硬
質
、
楽
し
い
母
と
子
の
書
き

ト
ベ
俳
句
、
短
歌
、
古
典
、
文
章
、
絵
一
曲
、

同
碁
、
簿
記
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
写
真
、
数

学
、
国
語
の
十
五
講
座
制
コ

l
ス
が
あ

り
ま
す
。
ほ
か
に
、
俳
句
友
の
会
も
あ

り
ま
す
。
マ
受
講
資
係
ど
な
た
で
も

マ
受
付
期
間

2
月

1
日

1
4
月
初
日

詳
し
い
こ
と
は
、
お
近
く
の

N
H
K

か
次
の
と
こ
ろ
へ
お
問
い
合
せ
く
、
な
さ

い
。
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友
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浜
清
本
ア
ヤ
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(
五
パ
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一

泣
い
山
崎
ナ
ミ
子
(
七
川
一
一

浜

漬

村

千

次

郎

(

丘

七

)

茂

山

口

三

郎

(

五

八

)

滝

平

田

一

五

て

一

一

)

久

永

岡

へ

凡
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iで白豊 H:長長長長術住

正t

河
原
ユ
ク
ヱ

二

宮

茂

雄

ゑ
後
必
万
九
溜
肺
移
/

白
滝
の
山
ホ
久
行
さ
ん
は
、
白
滝
商
工

観
光
連
盟
主
催
の
歳
末
連
合
大
だ
山
し

の
抽
選
で
特
賞
を
引
き
当
て
、
現
金
一

万
円
を
ア
フ
リ
カ
難
民
に
と
い
う
こ
と

丹、伊
ιJ
銀
行
に
預
託
し
ま
し
た
c

広報ながはま

ゑ
努
v〆

露
解
説
露
ゑ
後
考

川
和
六
卜
年
が
ス
タ
ー
ト
、
で
は
や

A

か
1
・・
:
-
A
7
手
土
刀
U

日
目
塁
手
、
ま

メ
j

メ
ノ

l
H
手
干
、
厚

J3

た
国
附
台
午
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
年

代
の
ギ
ヤ
ソ
ブ
か
ら
生
ま
れ
る
親
子
の

断
絶
、
非
行
問
題
な
ど
今
年
余
喫
椛
に

今
一
度
考
え
直
し
て
み
た
い
も
の
で
す
」

と
こ
ろ
で
最
近
は
光
市
佐
耐
注
業
の

先
達
に
よ
っ
て
、
二

3
1
メ
デ
ィ
ア
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
と
の
三
葉
が
よ
く

聞
か
れ
ま
す
。
一
一
十
一
世
紀
も
日
の
前

ま
で
き
て
い
ま
す
。
今
後
さ
斗
け
て
通
↓
h
N

こ
と
の
で
き
な
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
社

会
の
中
に
あ
J

て
、
最
も
大
切
な
こ
と

は
わ
互
い
の
人
間
悶
係
で
は
去
け
ん
ゲ
し

よ
う
か
。
「
温
か
い
心
と
心
の
リ
れ
あ

い
」
こ
れ
を
な
く
し
て
し
ま
〕
で
は
、

い
く
ら
料
、
下
か
発
達
し
て
も
明
る
い
生

活
は
で
め
な
け
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か

。

一

わ

)

数帯世ロ人

人円をふやしましょう

1月 1日現在 前月との比較

12，307人 15人減
人 [1 (男 5.824人) 9人械)I 

女 6司品川¥ 6入J威

世帯数 3，850世，lp 増減なし

:lO Hの'J峯がi邑き¥もう春0

i!ri分の 11は豆をぬう心の泡を

追い山し、「百年心人以lli洛し

をする。 IうLろより犬のっ
き来る厄落しJ (本芳) 今年

も健康で幸福な一年合と誰.t，

7夕日頃うA.15玉の梅は開き、木々

ぴ)芽=はこ臆弘、 IIJσ〉士了は;FAAヵ、さ

に満ちるい 2) J 4日は立春、

14授の'1'学生の少年式ァうtJノり
、工:止、・{建1京ミ与を目標に[乎来の

専守述べる。医師に、コンヒ。

ュ ケー J支自jjiに、 F士r:rliI 二、 í';~

j止に、 ff護婦に、 ι家業を継い

CIIITの強度に尽くす等積もし

Jさに溢れる A ある日テレビを

見ると「先端投f，lij社会をどう
生きふかJにつけて汁論会を
していじ永井前よく:十11や 20{1(:

の男 tcAf年が意見存主述べたり

日ミリ伐の丁一分の(の集積回

路 t(駆使して、産業ロホット、

.~'!~ )¥戦車、銀行のオンライン

シスナムを開発、情報集収、

人事管理、泣伝子の組み替え

による栄養食、家畜改良と県

てしない。果たして人聞は J

げて行けるのだろうか。 21[11

紀には関が会 L、。現在の青少

年に託さねばノよらんA 今年は

国際許年の年。参加ー開発・

、!とヂ11を目僚に各国は1舌T/OJを展

開 4る。 日本の青少年の自覚

を高め、大人白身札手5)Jし、

よりよい社会作り(二通進し会

くてはならなしミ}


